












































































1997年 16，343 8，089 8，254 4，052 4．03
1998年 16，257 8，034 8，223 4，053 4．01
1999年 16，175 7，981 8，194 4，096 3．95
2000年 16ρ95 7，926 8，169 4，158 3．87
2001年 16，040 7，906 8，134 4，214 3．81
2002年 16，009 7，917 8，092 4，249 3．77





















舞坂町 11，673 ▲0．1 12．3 3，727 5．9 12．9?????
新居町 17，011 0．8 17．9 5，494 8．9 19．0
雄踏町 13，896 ▲1．9 14．6 4，156 6．5 14．4
細江町 21，633 5．3 22．6 7，011 11．8 24．2?????
引佐町 15，026 ▲2．8 15．8 4，216 6．3 14．6
三ヶ日町 16，015 ▲2．0 16．8 4β10 6．4 14．9




















通勤 通学 総数 構成比 通勤 通学 計 構成比
（人） （人） （人） （％） （人） （人） （人） （％）
浜松市 737 242 979 30．4 341 6 347 19．8
浜北市 58 9 67 2．1 43 一 43 2．5
湖西市 747 22 769 23．9 258 41 299 17．0
新居町 67 5 72 2．2 43 一 43 2．5
雄踏町 一 一 一 一 16 一
16 0．9
細江町 278 18 296 9．2 300 6 306 17．4
引佐町 ll6 49 165 5．1 141 1 142 8．1
その他 84 23 107 3．3 53 3 56 3．2
県内計 2，087 3682，456 76．2 1，195 57 1，252 71．4
豊橋市 395 95 490 15．2 294 3 297 169
その他 240 37 277 8．6 205 一 205 11．7
他県計 635 132 767 23．8 499 3 502 28．6













































舞坂町 11 ▲83 0．6 12，838 ▲19．0 47?????
新居町 80 3．9 4．3 52，240 ▲7．5 19．2
雄踏町 131 ▲13．2 7．1 30，571 ▲13．6 11．2
細江町 280 ▲7．6 15．1 110，457 2．2 40．6?????
引佐町 334 ▲22．9 18．0 49，950 ▲18．8 18．4
三ヶ日町 1，021 ▲4．0 54．9 16，036 ▲159 59
























1997年度 591，619 448，771 288，386 880ρ05
1998年度 601，130 396，888 271，450 872，580


























































































































































































199715，3281，3104，195328 1，888 37 4，4872，783 300
199815，4471，4664，075327 1，900 36 4，5932，730 320
199915，3541，6034，007319 1，696 35 4，6872，678 329
200015，6591，7283β95301 1，899 40 4，8422，601 353
20015，8071，8533β14304 1，872 40 5，0062，524 394
200215，9191ρ483，762303 1，844 37 5，0872，514 424































1991年 213 797 14，110 91／88i・・863
1994年 212 850 15，106
94／91i　71　　　… 927
1997年 203 957 16，977
・・／・4i　1・・ 1，039
1999年 195 986 15，532 99／97｝… 960

































舞坂町 124 503 6，343 ▲20．6 9．5 9，108?????
新居町 205 1，079 15，825 7．9 23．6 21，598
雄踏町 133 605 8，171 ▲20．9 12．2 8，719
細江町 194 1，002 15，391 2．3 22．9 20，977?????
引佐町 148 539 7，600 ▲8．8 11．3 8，496
三ヶ日町 174 797 13，745 ▲2．6 20．5 14，467
合　計 978 4，525 67，075 ▲4．8 100．0 83β65












































静岡県 3，766，7592．4 一 一 4，084，491▲1．2
21市計 2，938，165 2．4 3，134，728 1．3 3β99，148▲2．3
53町村計 828，5941．5 632，030 8．2 685，343 4．4
近隣6町 95，484 1．5 61，857 ▲1．4 67，075▲4．8
舞坂町 11，706 0．9 5，849 ▲17．7 6，343 ▲20．6
新居町 16，997 0．8 14，594 11．8 15β25 7．9
雄踏町 14，056 0．7 7，535 ▲18．0 8，171 ▲209
細江町 21，509 7．6 14，194 6．0 15β91 2．3
引佐町 15，207▲0．8 7，008 ▲5．4 7，600 ▲8．8
三ヶ日町 16ρ09▲2．1 12，676 1．0 13，745▲2．6






































静岡県 一 一 一 1，084 1，124 ▲3．6
21市計 1，067 1，081 ▲0，Ol4 U57 1，215 ▲4．8
53町村計 0，763 0，716 0，047 827 805 2．7
近隣6町 0，648 0，666 ▲0，Ol8 702 749 ▲6．3
舞坂町 0，500 0，612 ▲0，112 542 688 ▲2L2
新居町 0，859 0，774 0，085 931 870 7．0
雄踏町 0，536 0，658 ▲0，122 581 740 ▲2L5
細江町 0，660 0，670 ▲0，010 716 752 ▲4．8
引佐町 0，461 0，484 ▲0，023 500 543 ▲7．9
三ヶ日町 α792 0，768 0，024 859 863 ▲0．5




























































静岡県 一 一 一 4．374β883，312，986 32．0
21市計 0，888 1，154 ▲0，266 3，531，9432，727，ll3 29．5
53町村計 0，750 0997▲0，247 842，445 585，873 43．8
近隣6町 0，742 0，876 ▲0，134 83β65 71，583 16．6
舞坂町 0，642 0，826 ▲0，184 9，108 8，600 59
新居町 0，676 1，057 ▲0，381 21，598 12β48 74．9
雄踏町 08640，975 ▲0，111 8，719 9，423 ▲7．5
細江町 0，677 0，657 0，020 20，977 20，387 2．9
引佐町 0，825 0，941 ▲0，116 8，496 7，875 7．9
三ヶ日町 0，876 0，970 ▲0，094 14467 12，950 11．7































































身回品関係 薬品・化粧品 5 5．0
靴・鞄・履物 1 1．0






















飲　　食 飲食業関係 食堂・レストラン 7 7．0
喫茶店 1 1．0
小　　　計 8 8．0
サービス サービス業関係 美　容 4 4．0
クリーニング 1 1．0
理　容 1 LO
旅　館 1 LO
小　　　計 7 7．0
合　　　計 100 100．0
注：1999年2月1日現在
資料：三ヶ日町商工会・三ヶ日町えびすカード店会『「えびすカード」誕生とその
　　後』三ヶ日町商工会，1999年，4頁参照。
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　会の指導の下で，商工会商業部にカード化準備委員会を設置し，商業部，
サービス店会，各地区の商店街，三ヶ日おかみさん会の各代表者を構成メン
バーに選び，カード化導入に向けて作業を推進した。同年11月に県カード
補助事業調書の作成を契機に，三ヶ日町がこの事業に対して助成金を交付す
ることを決定した。このような経緯の中で，三ヶ日町商店街の「えびすカー
ド」は，町内にある84事業所92店舗が参加して1994年2月4日に誕生し
た。その後，加盟する店舗が増え，特にスタート時には，加盟に慎重であっ
た食品スーパーが1995年および1996年に各1店舗が加盟し，1999年10月
の時点では100事業所106店舗となっている。
　加盟店の業種構成を見ると繊維製品から食料品，飲食店あるいは美容室に
至るまで，消費者に取って身近な店舗が多く参加していることが窺える。ま
た，その割合を見ると，全体の50％が買回品で，その中でも衣料品（11％），
家庭電器（6％），薬品・化粧品（5％）となっている。次，35％を最寄品が
占めており，その中でも食品スーパー（9％），酒（8％），菓子・パン（6％）
が目立っている（第13表）。なお，「えびすカード」の加盟店ではないが，
満点になった「えびすカード」の受け入れだけをしている協力店は，町内に
21店舗（1997年時点）ある。
　②　「えびすカード」のしくみ
　「えびすカード」は，消費者（お客様）にとって入会費や年会費，あるい
は面倒な入会手続きもなく，加盟店の店頭で販売員に申し込むと，その場で
ポイントカードを発行してくれる。「えびすカード」のしくみについて説明
をする。
　①　カード店会事務局は，発行作業として事務局にある親機でポイント登
　　録カード「5，000ポイントで10，000円」，ならびに「10，000ポイントで
　　20，000円」の2種類を用意する。すなわち，カード店会事務局は，加盟
　　店に対して1ポイントが2円の換算額で発行することになる。
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②カード店会事務局が発行した2種類のポイント登録カードは，カード
　店会事務局が加盟店に対して直接販売を行わない。登録カードの販売業
　務は，静岡銀行三ヶ日支店および遠州信用金庫三ヶ日支店が委託料を取
　らずに代行する。
③加盟店は，静岡銀行三ヶ日支店および遠州信用金庫三ヶ日支店からポ
　イント登録カードを購入し，カード店会事務局より貸与を受けた子機を
　店頭に備えつけ，入力を行う（但し，事務局と加盟店の間は，オフライ
　ンである）。なお，消費者に渡す「えびすカード」は無料配布であり，
　加盟店はそのカードをカード店会事務局から無料で提供を受ける。
④消費者が加盟店で利用の際，「えびすカード」には100円お買上げご
　とに1ポイント加算され，3ポイントで1マーク（鯛の図）印字される。
　端数については磁気で記憶されている。カードは，100マーク（300ポ
　イント）で引き替え可能な満点カードとなる。
⑤満点カードは，消費者に対して500円で還元をする。消費者の引き
　替え方法については2通りある。一つの方法は加盟店や協力店でお買物
　をする際，500円の金券としで利用できる。もう一つの方法は消費者自
　身の口座（静岡銀行三ヶ日支店および遠州信用金庫三ヶ日支店）に貯金
　することも可能である。
⑥加盟店や協力店が回収した満点カードは，加盟店に対してポイント登
　録カードを販売した2つの金融機関にあるカード店会事務局の口座にお
　いて決済される。
⑦満点カードのカード店会事務局における清算処理方法については，実
　際には加盟店に対して販売したポイント売上高は600円であるが，しか
　し，満点カードを500円で回収し，その差額100円がカード店会事務局
　の運営資金としている。この資金がカード備品，販促物，イベント等を
　通じて，再び消費者に還元されることになる。
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　⑧なお，「えびすカード」に加盟する商店は，入会金として10，000円，
　　月々の会費として2，000円をカード店会事務局に納入しなければならな
　　い。
　（3）「えびすカード」の動き
　「えびすカード」の導入は，第一義的において，地域商店街が地域消費者
を囲い込むための経営戦略であると言えよう。三ヶ日町にある商店街が，地
域密着型の“商い”をより実効性の高いものにすることを目的に展開してい
る。例えば，再来店を促した固定客作り，新規顧客の獲得を狙った客層の拡
大等があげられる。また，消費者から満点カードを受け入れる際には，氏名，
住所，電話番号，誕生日等の記入をお願いしているので，イベントの告知活
動や新商品の案内状，あるいはバースデイカードの郵送等，顧客名簿をもっ
と有効活用する戦略が必要である。さらに加盟店組織の拡大と内容の充実を
図り，魅力ある商店街づくりに貢献することを目指して改革に励んで欲しい。
現状は，発行数は18万～20万枚程度と推定され，利用者は女性客が多く，
利用者数は横ばいであると言われている。
　ところで，カード店会は消費者に500円還元だけでなく，満点カードの
交換イベントを毎月積極的に行っている。最近では，満点カード枚数によっ
て，初えびす800円セール，びっくり交換会，当たりすぎワクワク大抽選会，
大相撲名古屋場所観戦ツアー，一泊二日温泉旅行等，多岐にわたる企画も実
施している。「えびすカード」が地域消費者に支持され，発展していくため
には，消費者の利用状況をいかに的確に把握し，商店街独自の個性的で魅力
あるサービスを展開できるかに係っており，「おかみさん会」との協賛イベ
ントによる協力体制も重要な鍵となると言えよう。
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3．「おかみさん会」の事業展開
　（1）「おかみさん会」設立の背景
　「三ヶ日おかみさん会」は，1993年9月に創立総会を開き，本年で発足か
ら11年目を迎えている。設立のキッカケとなったのは，1993年3月に三ヶ
日町で行われた「浅草おかみさん会」会長の富永照子さんの講演会で，その
内容から強烈な刺激を受けたのが始まりである。「浅草おかみさん会」は，
1968年に東京の浅草商店街のおかみさん達が，1964年の東京オリンピック
以降，斜陽化し，ゴーストタウン化し行く商店街を危惧して，立ち上げた運
動で，「町おこし」を目的に結成したのである。その後，観光2階建てバス
の導入や全国的に有名になった浅草サンバカーニバル，浅草ニューオリオン
ズジャズのイベント事業等をはじめとして，1997年には「全国物産館浅草
旬の市」をオープンして，全国の物産品の直売やPR活動にも力を入れてい
るω。なお，1993年には協同組合組織となっている。
　1993年6月に「第1回おかみさんサミット」が東京で開催されることに
なった。この時，先の講演会で刺激を受けた三ヶ日商店街の6名のおかみさ
ん達が，この会議に自主参加をした。商店街の停滞ないし衰退が叫ばれる中
で，同じ悩みを持つ全国の商店街にある「おかみさん会」が取り組んでいる
施策の発表や意見交換の場を通じて，担っている役割の重要性を感じ取った。
すなわち，おかみさん達は，“商い”に携わっている女性の立場で，便利で，
魅力があり，活気溢れた三ヶ日商店街を目指すための施策を共同で考え，実
践して行くことを学んだのである。
　②　「おかみさん会」の運営
　商店街は，正義感や意義といった動機と同時に，「うちの店にとって得か
どうか」がまず働くと言われている（5）。最初の事業と言えるものは，1993年
7月に商店街が主催した「ほこてん祭り」への参加であった。まだ当時は，
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「おかみさん会」が設立される前であったが，おかみさん有志の呼びかけで，
店先や祭り会場に来街者用の休憩所の提供，ならびに手作りごみ箱の設置を
行った。さらに三ヶ日町あげての最大イベントである「三ヶ日祭り」におけ
るカフェテラスやフルーツパーラー，あるいはみそおでん等の模擬店への出
店である。これらの活動の成果が，他のおかみさん達にも評価され，商店街
おかみさん達の輪が広がって行った。それに加えて，消費者の反響が大きかっ
たことも幸いした。おかみさん達が商店街活動を通じて，消費者とのパイプ
を太くするためには，お互いの信頼関係と同一目的を遂行するために組織化
をする必要性が見出され，「おかみさん会」に対する期待が一段と高まった
と言える。
　会員数は51名で，会長1名，副会長2名，会計2名，8事業班で構成さ
れており，年会費は10，000円である（平成14年5月現在）。主な収入は，
会費，有料広告費，イベント参加費，イベント売上金，町助成金，商工会助
成金等で賄われており，一方，主な支出は，研修費，講習費，イベント事業
費，チラシ代，印刷代，景品代，店頭歳時記装飾代等となっている。特に，
おかみさんデーを初めとして，イベント，売り出し等の催事を行う際には，
必ず「おかみさん会」が手製の宣伝チラシを制作，配布し，消費者に対して
の告知活動を実施している。
　（3＞「おかみさん会」の活動
　「おかみさん会」の活動は，伝統的な企画や他の商店街からヒントを得た
もの等があり，いずれも販売促進的要素が強く出ている年間事業内容となっ
ている。主なイベント・売出しは下記の通りである（6）。
　①「おかみさんデー」は，毎月第3土曜日に実施している企画で，のぼ
　　りを立てて共同セールを行うもので，各店ごとに独自な創意工夫をした
　　サービスを行っている。例えば，おかみさんデー特別価格記念品進呈，
　　お飲み物無料サービス等である。
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　②「ほこてん祭」は，毎年7月下旬の日曜日に開催される三ヶ日中心商
　　店街全体の行事である。商店街に休憩用椅子の提供，ごみ箱の設置，さ
　　らに，オモチャ，ほおずき等の販売を行っている。
　③「三ヶ日祭り」は，毎年8月の第1土・日曜日に開催される祭りで，
　　夜には猪鼻湖の湖水で花火大会があり，他市町村からも多くの人々が訪
　　れる。また，2002年に高知で開かれたおかみさんサミットで“よさこ
　　い”と出会い，三ヶ日にアレンジした踊りがある。今では「よさこい三
　　ヶ日」として，子供，農協女性部，商工会女性部あるいは一般参加者を
　　含めて，祭りを一段と盛り上げている。
　④「お買い物めぐり」は，毎年10月の中旬に2週間にわたって行われる
　　売出しである。加盟店で1，000円以上お買上げごとにスタンプを1つ押
　　してもらい，5つ以上で景品と交換することができる。すなわち，三ケ
　　日商店街を回遊してもらうことを狙いとしている。
　⑤「まいどようこそ秋祭り」は，毎年11月上旬に日本三筆の一人，橘逸
　　勢の祭りの日に行うイベントである。役場イベント広場で，「お買い物
　　めぐり」の景品交換会，フランクフルト，綿菓子等の模擬店，せともの
　　市や植木市，あるいは腹話術やマジックショー等，多彩な催事内容になっ
　　ている。
　さらに，「おかみさん会」は，商店街の店舗に季節感を演出するため，月
ごとにテーマを決あた統一装飾を展開しており，商店街の雰囲気づくりに貢
献した活動を実行している（第14表）。
第14表月別装飾統一テーマ
?
装飾統一テーマ
?
装飾統一テーマ
?
装飾統一テーマ
???????もち花，お年玉
?Cチョコレート
ｳくら
?ﾌぼり
??紫陽花
ﾄるてる坊主
ｵ夕，こんぺい糖
ｿょうちん
????お月見
g　葉
痰ｾるま，イルミ
lーション
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IV．新たな地域商店街の方向性
1．地域商業とまちづくり
　地域商業は，商品・サービスを生産者から消費者に結ぶための活動はもち
ろんのこと，生活サービス機能，文化機能という社会的役割を含めて，地域
経済の担い手として重要な役割を果たしている。さらに，地域商店街が地域
商業の主役として存在しているのは，地域社会に自然的，歴史的，社会的，
文化的，精神的風土を持って定着しているからである（7＞。三ヶ日町の商店街
は，地域消費者の日常生活に直結する地域商業であり，地域商店街の形成を
通じて，まちづくりの主要な構成要素となっている。
　“地域商業は立地産業である”と多くの専門家によって言われている。そ
れは，あらゆる業種・業態における立地の優位か劣位であるか，適正か不適
正であるか等であり，商業活動における成果の獲得と存立の基盤に大きな影
響を与えることになる。それに加えて，古来より優れた販売経路と立地条件
の取得，さらに育成や保全に努めてきたことは，商業活動の歴史そのものと
言えるほど重要な事項である⑧。従って，三ヶ日町に存在する中小小売店が
経済・経営環境変化に対応して，三ヶ日商店街が持つ商業機能を充実させる
ことが前提条件であり，地域住民の理解と支援なければ推進することができ
ない。例えば，三ヶ日町の2002年における20歳から29歳の人口は1，584
人で，全体に占める割合が9．8％である。町には雇用の機会が少なく，町か
ら流出してしまっているため，若者向きで，皆に良く知られている外食産業
のレストランやコーヒーショップ等が，商売として成立しにくい状況にある。
こうした都会的センスの商業店舗が見当たらないだけでもまち全体が陳腐化
して見え，活気や生気が感じられないことがあるのも事実であろう。地域商
業には，ある時期が来ると成熟化し衰退ないしは閉店を余儀なくされる店舗
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が必ず出現するものである。そこで地域商業を活性化して行くためには，絶
えず時代にマッチした新しい商業を創造して行くことを忘れてはならない。
三ヶ日町の地域商業は，新しい集客力を育成する商売のあり方を重点施策と
して考え，地域消費者のニーズを的確に把握した対応と，地域と地域商業の
関わり合いをどう捉えて対処するかが求められる。
　ところで，地域商業としての中小小売店は，積極的に対応したまちづくり
に貢献していかなければならない。まちづくりは，商店街だけの範囲から，
それを取り巻く地域との関係や地域消費者の利益に対する配慮などがポイン
トになる。個別の中小小売店の経済的な制約やその規模的な零細性の側面を
考慮して，まちづくりに関わる投資効果に対する中小小売店の不安を取り除
くことをよく検討する必要がある。三ヶ日町商工会内に「商業まちづくり推
進委員会」を設けているが，短期的利益を目標にするのではなく，長期的目
標を実現するために視点を置くことが大切である。まちや商店街の実態およ
び環境条件の動向を多角的，かつ長期的な視野に立って検討を行い，まちや
商店街の将来像を構築する商業振興の策定に努めなければならない。
2．中小小売店経営の方策
　中小小売店は，地域社会に存在し，自然的・歴史的過去を負いながら，商
売に励んでいる。三ヶ日商店街にある中小小売店は，地域的風土の中に根を
下ろし，人的，物的，経済的，社会的，文化的な面において，より具体的に
三ヶ日町に密着した経営を存立基盤としている。そのため，当然のこととし
て，中小小売店の経営者には，各種の縁関係を円滑に運ぶ努力が求められて
おり，商売を通じた親密な人間関係，連帯感の形成，信頼性が高い“のれん”
の確立，さらに従業員，地域住民との価値意識の共有と，理解し合える行動
を取ることが大切である。
　しかし，地域商店街に存在する中小小売店経営者の中には，商店街の集客
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力の弱さや魅力度不足を嘆き，自分達の店舗が集積して商店街を形成されて
いることを忘れ，他力本願的な願望こそが商店街を衰退や空き店舗情況に追
い込んでいる点に気付かないことを指摘したい。中小小売店の経営は，消費
者のニーズや立地条件の変化，それに伴う客離れ等が，商店街の停滞および
衰退の原因となり，経営を大きく左右する要素であることを，敏感に受け止
めるべきである。
　ところで，三ヶ日町には，地域精神の活性化を意識して，地域の自立的発
展を促進し，精神的な高揚と三ヶ日町のアイデンティティを図ろうとして，
独創的で，個性的な商品をつくり，全国に販売している小売店が十数店舗あ
る。例えば，足立商店のさわりなく水の如くに飲める清酒「奥浜名湖」や入
河屋のみかんを練りあげたあんが好評である「みかん最中」，あるいは長坂
養蜂場のみかんの蜜で作った自然な甘さの「はちみつ飴」等が代表的な商品
としてあげられる。
　その中で三ヶ日四辻にある足立商店は，店先に駐車スペースを備えており，
店内に入ると左の棚には「奥浜名湖」を中心に，全国の地酒が，右奥には冷
蔵ケースがあり，ビールや飲料水等が陳列されており，店頭を訪れると老夫
婦か若夫婦が必ず接客をしてくれる。ただ酒を売るだけではなく，店主をは
じめとして，酒通の消費者に商品を十分に説明し，納得して買ってもらう姿
勢が良く現れている。地方発送も承っており，蔵元から直接届ける方法等を
利用して，短期間で消費者に届く処理を行っている。さらに，店頭の一番目
立つ場所に「えびすカード」や「おかみさん会」のイベント案内に関するチ
ラシが張ってあり，消費者に告知活動を行っていることが明らかに分かる。
また，この店では，来店者に対して，気軽にうなぎ専門店や食事処，史蹟め
ぐりの相談に乗ってくれることも，中小小売店と消費者の距離の近さを感じ
取ることができる。すなわち，三ヶ日町とともに生きる酒店としての前向き
な経営努力を垣間見ることができる。
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　近年，一村一品運動等で見られるように，地域にある中小小売店が，地域
の特産物を利用して，できる限りローカル的な特色を出そうと努めることや
消費者と人間性豊かなコミュニケーションを図ることを大切にする経営姿勢
は重要であると考えられる。また，これらの商品は，それぞれの小売店経営
者が，オリジナル商品として開発し，ブランド育成に力を注いできたもので
あり，その店舗にしかないオンリーワン商品である。その点では，三ヶ日町
を思い，三ヶ日町が匂う，近隣の市町村とはひと味もふた味も違う個性的な
店舗づくりに取り組む積極果敢な中小小売店経営者の意気込みのほどが窺え
る。すなわち，自店が三ヶ日商店街で存続するためには，自らが経営体質の
改善を図り，常に消費者ニーズに戦略的に対応し，三ヶ日町民とのコミュニ
ケーションを大切にして，店主が自ら店頭に立って時代を見る経営に心がけ
なければならない。そして，中小小売店経営者は，「不況に対処する粘り強
い商店経営への継続的な努力」，「“のれん”を守ろうとする商売人パワー」，
「対外的信用の維持」，「地域社会との円満な関係」等の課題に取り組みなが
ら，一歩一歩地道に解決して行くことが，中小小売店経営にとって新たな活
路となるであろう。
3．地域密着型商店街のあり方
　地域商店街は，長い歳月を経て地域に根づいてきた存在である。しかし，
時代の流れとともに周辺環境や消費者二‘ズに対応できない商店街は，短期
間の内に商店街が廃れてしまう。中小小売店を持って構成する地域商店街の
盛衰は，同時に地域社会の盛衰とイコールであると言わねばならない（9）。三
ヶ日商店街は，地域社会によって支えられ，地域消費者によって育てられて
おり，地域密着型商店街として消費者の意識の中に“我々の商店街”である
と言う親近感を抱かせることが大事である。
　三ヶ日町の消費者は，三ヶ日商店街には日に一度か，あるいは2日か3日
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に一度程度来街し，買い物をしており，目的買い商品によって中小小売店を
使い分けている場合が多く見られるが，消費者に最も日常的な生活の便利さ
を与える場である。さらに，地域のコミュニティ形成のふれあい場でもあり，
三ヶ日町民が集まり，語らい，散歩し，買い物をする場としての地域密着型
商店街に対する役割と期待は大きなものである。しかし，消費者からは，
「取扱い商品の種類が少ない」，「1ヵ所でまとめ買いをすることができない」，
「駐車場が狭い，あるいは無い」等の不満の声も聞かれる。これらの意見は，
中小小売店の自助努力ですぐできることと，施設や構造上の理由でなかなか
実現ができないことがある。できることは，大型小売店にない中小小売店の
強みである機動性・小回り性を生かして，新しい試みを検討し，それをすぐ
に導入し，その成果を短期間に見ることができよう。貴重な意見の入手は，
消費者とのコミュニケーションの中から，商品情報や生活情報等の新鮮なナ
マ情報を得ることによって，地域密着型商店街のあり方や商売のやり方に反
映させることが可能となる。
　ところで，総務省の人口統計によれば，少子高齢化，単身世帯の増加，働
く女性の増加が急激に進行している。その中で三ヶ日町の歳階級別人口を見
ると，2002年10月現在における50歳から64歳までのシニア層は3，145人
で総人口の19．5％を占め，65歳以上のシルバーは4，098人で総人口の25．4％
を占めており，シニア・シルバー層の人口合計は7，243人で総人口の44．9％
を占めている。従って，三ヶ日町の高齢化が進展する中でシニア・シルバー
層が三ヶ日商店街における消費の側面でも今後ますます影響力を高めて行く
ことになろう。例えば，シニア・シルバー層に優しいファッションウェアや
グッズ，健康を切り口にした商品の品揃え，あるいはバリアフリーに配慮し
た店舗づくり等が大切になってくる。さらに，三ヶ日商店街としての特徴を
発揮するため，FAXでの商品注文や配送，フリーダイヤルによるカタログ
販売，ケータリングサービス等による業務の改革やインターネットによる新
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たなビジネスモデルの活用で，量よりも質を重視したマーケティング戦略の
強化が求められる。商店街事務局は，三ヶ日町の人々のことを真剣に考え，
どうしたら地元客に喜ばれ，信用されるかを絶えず観察し，それを上手に取
り入れた商店街づくりこそ望ましいと言えよう。そのためには，日頃から絶
えず勉強し，その心がけを忘れてはならない。三ヶ日町の中小小売業者は，
地域生活者として，生産者（商業者）の側面と消費者の側面を持っており，
消費者ニーズについては理解しやすい立場にある。特に，三ヶ日町で暮らす
シニア・シルバー層が買い物の不便を感じさせない三ヶ日商店街のあるべき
姿を考え出すことが課題としてあげられる。言い換えれば，地域密着型商店
街を推進するコンセプトは，消費者に三ヶ日町に住み続けて欲しいと言う願
いをどのような形で表して行くかに掛かっており，地元中小小売業者が，天
候を見ながら，地元消費者の顔色を見ながら，毎日売れ筋商品を考えること
であろう。
結　語
　近年，社会環境が都市型社会へ移行している情況にあっても，三ヶ日町に
いる人々は，個人の家庭生活や町民としての連帯観を重視し，この町の文化
や伝統を守りながら，安らぎやゆとり，あるいは生き甲斐を求めて，温暖な
気候，山と湖に囲まれた中で日々の生活を営んでいる。商業の魅力は，中小
小売店が商品を通じて地域消費者と感動を共にできる仕事であると考えるな
らば，三ヶ日商店街は地域消費者の生活と中小小売経営者の商業活動が，バ
ランスを持たない限り存在しないものであると言えよう。
　三ヶ日商店街の活性化を推進するために，中小小売店の経営者の自助努力
はもちろんのこと，その家族や従業員を積極的に商店経営に参加させて一丸
となって取り組むことが必要であろう。さらに，三ヶ日商店街で買い物する
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中心顧客は女性であり，女性客に支持されるような仕掛けづくりが大切であ
る。そのために「三ヶ日おかみさん会」の組織に対する役割は重要であり，
活性化に欠かせない存在である。「三ヶ日おかみさん会」が掲げている目標
である「商店街を明るくいきいきとさせる手助けをしよう」に加えて「消費
者の皆さんにとって，なくてはならない商店街であること」を目指しており，
他の商店街の先進例を研究し，三ヶ日商店街自身の力に見合ったものを導入
することが望まれる。また，「えびすカード」については，2004年7月にカー
ドのデザイン変更と印字のスピードアップを図ったが，将来に向かっては，
設備投資の視点から検討しなければならないがICカード化へのシステム導
入が必要となってこよう。現在，満点カードは，加盟店，協力店，三ヶ日町
にある2つの金融機関しか利用できないが，町役場の住民票や印鑑証明等の
発行手数料や病院，あるいは公共性の高い施設での支払いに利用できるよう，
商工会を中心として働きかけるべきである。特に，三ヶ日商店街には，地域
社会に根ざした中小小売店の組織的な活動が求められており，「三ヶ日おか
みさん会」と「えびすカード」は，三ヶ日町の商業基盤の拡充，中小小売店
の繁栄につながる原動力としての相乗効果を発揮しながら，改革と振興に努
めて欲しいものである。大型店がほとんど存在しない三ヶ日商店街こそが，
エルンスト・シューマッハーが述べている「スモール。イズ・ビューティフ
ル」を実践できる場であるかもしれない。
　最後に，地域商店街の活性化は，流通業界が高度化する中で，その内容
も次第に高度化することが予想される。その活性化政策は，画一的政策では
なく，地域の特性に基準をおいた中小小売店政策が必要なのである。国，地
方自治体は，地域密着型で事業創出・強化に取り組んでいる地域商店街に対
してこそ政策支援をすべきであると考えられる。
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